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●およそ3万5千年前

●およそ5千年前

●7世紀後半

●天平13年（741）3月24日

●天平宝字元年（757）

●鎌倉時代

●建武2年（1335）

●天正18年（1590）7月

●承応2年（1653）

●延宝6年（1678）

●享保7年（1722）7月～

●寛延元年（1748）8月～

●文政10年（1827）

●天保末～明治（1840 ～1910年頃）

●明治4年（1871）12月20日・同5年1月29日

●明治22年（1889）4月1日

●明治22年（1889）4月11日

●明治26年（1893）4月1日

●大正11年（1922）10月12日

●昭和15年（1940）2月11日

●昭和20年（1945）

●昭和30年（1955）4月12日

●昭和39年（1964）10月1日

●昭和39年（1964）11月3日

●昭和54年（1979）

●昭和59年（1984）11月3 ～ 4日

●平成14年（2002）4月1日

●令和3年（2021）2月

●令和7年（2025）1月

はじめて市域に人が住む

市域内に大きな集

武蔵国の成立

武蔵国分寺の主要な建物が完成

鎌倉街道上道が開かれる

国分寺の再興（医王山縁起）

玉川上水の開通
（4年後の明暦3年に国分寺市域に分水が引かれる）

国分寺村・恋ヶ窪村で検地が行われる
（市域に残る最古の検地の記録）

武蔵野新田開発

尾張藩鷹場の設定

寄場組合の設置
（国分寺市域は拝島・田無・府中の3つの寄場組合に属す）

宝雪庵可尊・本多雖軒（在村文化人）の活動

市域の村々を神奈川県に編入

　

甲武鉄道開通、国分寺駅開業

国分寺村を含む三多摩地域を東京府へ移管

武蔵国分寺跡が国指定史跡となる

町制施行により国分寺町となる

国分寺町が空襲を受ける（太平洋戦争）

国産小型ロケットの水平発射実験

東海道新幹線の開業
（光町の鉄道技術総合研究所で研究・開発）　

殿ヶ谷戸庭園の開園

市制施行20周年第 1 回国分寺まつり

都立武蔵国分寺公園の開園

国分寺駅北口地区の再開発が完了

市役所庁舎が泉町二丁目に移転

　　分寺市が誕生し
令和6年（2024）で60年、
還暦を迎えました。
町時代の昭和37年（1962）には　

人口が4万人を、市となる39年（1964）に
は5万人を超え、短期間で大きく増加しました。
また、上水道の供給が始まり、住居表示の整備も
進められるなど、町から市へと変わるなかで、人々の暮
らしや風景が大きく変化していきました。

　　良時代には度重なる飢饉や疫病が
流行し、聖武天皇は仏教の力を借りて国
を守るため、諸国に国分寺建立を命じま
す。武蔵国では、国府（現在の府中市）に
ほど近く、都と地方を結ぶ官道の支路で
ある東山道武蔵路沿いに国分寺が建てら
れました。現在の国分寺市域は、国府と
ともに古代武蔵国における政治や文化、
宗教の中心地として栄えました。

▲天平13年（741）国分寺建立の詔（『続日本紀』）　画像提供：府中市郷土の森博物館

▲国分寺村古絵図（国分寺所蔵）

◀南町・泉町・東元町・西元町周辺の空中写真（左上/右下：昭和39年（1964）・
　 右上/左下：令和元年（2019）撮影、出典：国土地理院）

　　　分寺市域では、明治17年（1884）に
江戸時代以来の10ヶ村を寄せ集め、「戸倉新田外九ヶ村」が
つくられます。これは村の規模（人口や戸数）を基準につくら
れた村々の連合で、旧来の村の結びつきを無視した改変でした。
　反対の声もあがりましたが、明治22年（1889）にはこの村々が合併し
て一村となり、現在の国分寺市域の前身となる「国分寺村」が誕生しました。

　　　分寺市域では、明治17年（1884）に
江戸時代以来の10ヶ村を寄せ集め、「戸倉新田外九ヶ村」が
つくられます。これは村の規模（人口や戸数）を基準につくら
れた村々の連合で、旧来の村の結びつきを無視した改変でした。
　反対の声もあがりましたが、明治22年（1889）にはこの村々が合併し
て一村となり、現在の国分寺市域の前身となる「国分寺村」が誕生しました。

　　正18年（1590）、徳川氏が関東を治めはじめ
世の中が安定すると、村に住む人々は開拓を行い、
耕地を増やしていきました。
江戸時代以前、現在の国分寺市域には野川流域
にある国分寺と恋ヶ窪の2つの村が営まれていま
したが、承応2年（1653）に玉川上水が敷かれると
武蔵野の新田開発が進み、市域の西部や北部にか
けて8つの新しい村が次 と々生まれました。

旧本多家住宅長屋門 ▶
　（昭和40年頃撮影）国

武
蔵
野
線

中央線 国分寺駅

野川

▲作画：大塚 敦子

▲南北武蔵野新田養料金始末書（個人蔵）
※養料金制度は幕府による新田保護政策

近世初め頃の
国分寺村にあった

古い集落が
描かれている

近世初め頃の
国分寺村にあった

古い集落が
描かれている

国分寺建立の詔国分寺建立の詔

関東が徳川氏の領国となる関東が徳川氏の領国となる

戸倉新田外九ヶ村合併、国分寺村誕生戸倉新田外九ヶ村合併、国分寺村誕生 近現
代　

近現
代　

近
世

近
世

中世中世
古代古代

原始原始

現代
市制

現代
市制市制施行により国分寺市となる市制施行により国分寺市となる

奈

天
国

落がつくられる落がつくられる

国分寺市 これまでのあゆみ国分寺市 これまでのあゆみ


